
◆ 男女共同参画を理解するために
　（女性学・ジェンダー論，歴史・文学などの視点からの科目）
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科目区分

1 教養教育 ２ターム
月
1-4

1年次
平和と人権-グロー
バル化とジェンダー
視点

11006001

この講義では，「人権」を通して平和について考えます。平
和を脅かすものは，戦争や争いにとどまらず，様々な形態
の暴力や差別，貧困や飢餓，さらには経済的搾取等が考
えられます。国際化や情報化の流れの中で，経済・文化な
どのあらゆる分野におけるグローバル化が進み，特に社
会的弱者の人権が侵害されています。講義では，現実社
会において平和が脅かされている現状を知り，その原因
を一緒に考えていきたいと思います。問題の所在をわかり
やすくするために，DVD等の視聴覚教材を積極的に活用
します。受講生一人ひとりが，どのように平和を創っていく
かを考えるきっかけとなるような授業展開を目指します。

森　玲子
（教授）

平和科目

2 教養教育 ３ターム
金
1-4

1年次
生活をとりまく家
族・地域・産業

51008002

日本社会の家族・地域・産業といった生活世界の各領域
の仕組み，特徴を明らかにするとともに，産業化に伴う社
会構造の変動が我々の地域生活，家族生活といった生活
領域にどのような変動をもたらしたかを検討していきたい。

西村　雄郎
（准教授）

パッケージ別科目

3 教養教育 ２ターム
金
1-4

1年次 文化人類学の世界 54004001 パッケージ別科目

4 教養教育 ３ターム
金
5-8

1年次 文化人類学の世界 54004002 パッケージ別科目
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21 教育学部 １ターム
木
5-8

3年次 生活設計論 CC421905

人間生活教育（家庭科教育）における生活設計の教材化につ
いて解説する。生活設計論においては，生活設計を，大きく
短期的・中期的生活設計と長期的生活設計に分けて考える。
前者では日常生活をどう計画していくか，後者では人間の生
涯にわたる生活をどう計画していくかについて学習する。

平田 道憲
（非常勤）

専門教育科目

22 教育学部
セメスター

（後期）
木
7,8

1年次
Japanese Society
and Gender Issues

C7002032

By taking this course, students will
・Gain understanding of gender equality issues in the
Japanese society: gender concept related to a household,
role divisions in a workplace, changes of policies in the
education system, and gender related social issues.
・Learn to critically examine the way Japanese
women/men have been represented socially and
historically, and its reality
・Gain basic understanding of feminist theories in the
context of Japanese society
Covered topics :
feminist theories, gender equality issues in family
relations (domestic and international marriage, children’s
right), education, workplace, and current issues such as
stalking, sexual harassment, reproductive rights, and
gender representation in mass media.

恒松 直美
（准教授）

専門教育科目
短期交換留学プロ
グラム（HUSA)留
学生用　特別科目
（英語）

23 教育学研究科 ２ターム
火
5-8

M1年次
教育とジェンダーの
国際比較論特講

NMQ10080

確立された近代学問及び研究において無視又は軽視され
る傾向にあった「女性」の存在を再検討し，研究される「対
象」から「主体」へと転換を図ることを目指したジェンダー
理論の視点について学ぶ。主に，異なる文化圏のジェン
ダーの問題について考察し，教育との関わりを分析する。
多様な文化・宗教・社会的要素との関わりの中で理論構
築を模索するジェンダー理論の発展について学び，知識
構築の枠組みを批判的に分析する力を養う。

恒松 直美
（准教授）

専門教育科目

2/2


